
『
何
足
の
草
鞋
⁈
』

ま
せ
ん
が
、
御
岳
山
の
未
来
の
た
め
に
絶
対
不
可
欠
で
あ
り
、
私
の
世
代
の
責
務
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
観
光
協
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
そ
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

　

と
ま
あ
、
使
命
の
あ
る
仕
事
で
す
が
困
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
等
行
う
日

程
が
集
客
を
見
込
め
る
日
程
な
の
で
、
自
分
の
家
も
忙
し
い
事
が
多
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
の

対
応
と
し
て
家
族
に
高
校
生
や
大
学
生
く
ら
い
の
年
齢
の
子
供
が
い
る
と
、
給
仕
や
片
付
け
な

ど
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
家
の
た
め
だ
と
タ
ダ
働
き
さ
せ
て
人
件
費
を
浮
か
せ
る
事
が
出
来
ま

す
。
山
の
子
供
た
ち
は
そ
う
や
っ
て
社
会
の
理
を
理
解
し
、
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。

　

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
が
御
岳
山
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
る
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

私
が
、
こ
の
山
に
戻
っ
て
早
二
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。
神
社
に
奉
仕
し
、
わ
が
家
の
宿
坊
で

お
客
様
を
お
も
て
な
し
、
消
防
団
に
属
し
、
観
光
に
つ
い
て
は
、
御
岳
山
観
光
協
会
の
理
事
と

し
て
、
会
長
・
副
会
長
の
も
と
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
い
く
つ
か
の
役
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
観
光
協
会
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

御
岳
山
観
光
協
会
は
三
十
一
軒
の
宿
坊
や
売
店
で
構
成
さ
れ
、
宿
泊
客
や
売
店
の
利
用
客
な

ど
観
光
客
の
誘
致
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
に
は
野
外
で
の
昔
語
り
や
、
昆
虫
の
観
察
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
行
い
、
秋
に
は
芸
者
、
忍

者
、
冬
に
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
舞
台

の
設
営
や
案
内
な
ど
や
る
事
は
山
積
み
で
す
。
大
変
で
す
が
多
く
の
観
光
客
に
御
岳
山
に
来
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
現
在
山
に
暮
ら
す
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
将

来
山
を
支
え
て
も
ら
う
若
者
た
ち
の
生
活
の
土
台
を
つ
く
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

御
岳
山
に
限
ら
ず
、
昨
今
、
日
本
全
国
の
自
営
業
で
は
深
刻
な
後
継
者
不
足
に
苛
ま
れ
て
い

ま
す
。
私
は
、
山
の
若
者
た
ち
に
は
一
度
山
を
下
り
て
生
活
し
、
外
の
世
界
を
知
っ
た
後
、
山

に
戻
っ
て
下
界
で
身
に
つ
け
た
多
く
の
新
し
い
技
術
を
山
に
も
た
ら
し
貢
献
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
若
者
た
ち
が
山
で
働
き
、
定
住
す
る
た
め
に
は
、
御
岳
山
全
体
の
経
済
力
を

高
め
て
仕
事
を
増
や
し
、
労
働
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

権
禰
宜　

久
保
田  

享
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新
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
七
月
よ
り
父
に
代
わ
り
、
武
蔵
御
嶽
神
社
に
奉
仕
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た

久
保
田
卓
也
と
申
し
ま
す
。
私
は
高
校
や
大
学
は
一
般
の
学
校
に
通
っ
て
お
り
、
ま
た
神
主

を
継
ぐ
前
は
一
般
企
業
に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
病
院
で
看
護
補
助
と
し
て
働
い
た
の
を
始

め
、
配
達
業
や
工
場
な
ど
で
働
か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
神
社
に
奉
仕
さ
れ
て
い

る
皆
様
と
違
い
、
神
主
と
し
て
の
経
験
ま
た
知
識
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
全
て
を
一
か
ら
学
び

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
様
な
状
況
で
し
た
の
で
、
正
直
神
主
と
し
て
生

き
て
い
く
勇
気
が
わ
か
ず
、
後
を
継
ご
う
か
ど
う
か
非
常
に
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今

ま
で
育
て
て
く
れ
た
父
の
神
主
を
継
い
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
や
、
今
ま
で
十
六
代
続
い
て

き
た
も
の
を
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
い
、
十
七
代
目
の
久
保
田
家
の
神
主
と

し
て
後
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
主
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
早
一
ヶ
月
以
上
が
経
ち
，
何
を
し
て
も
ぎ
こ
ち
な

い
私
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
先
輩
の
皆
様
は
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
初
歩
の
初

歩
か
ら
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
神
主
と
し
て
今
後
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
て
い
く
自
信
が
つ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
皆
様
の
た
め
に
も
一
日
も
早
く
一
人
前
の
神
主
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
一
般
企
業
で
働
い
た
経

験
を
い
か
し
武
蔵
御
嶽
神
社
に
自
分

な
り
の
貢
献
が
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
講
中
や
参

拝
者
の
皆
様
に
は
経
験
の
無
い
私
を

見
て
不
安
に
思
わ
れ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
精
一
杯
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
何
卒
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
任
本
務
員　
　

久
保
田　

卓
也
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太
々
神
楽
奏
上

　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
太
々
神
楽
奏
上
が
減
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
今
第
七
波
に
よ
り
過
去
最
大
の
感
染
者
数
を
記
録
し
て
い

ま
す
が
、
一
日
も
早
く
、
太
々
神
楽
の
笛
や
太
鼓
の
賑
や
か
な

音
で
境
内
が
華
や
ぐ
日
常
が
待
た
れ
ま
す
。

　

一
般
公
開
・
夜
神
楽
に
つ
い
て
は
、
現
在
予
定
通
り
開
催
し

て
お
り
ま
す
が
、
規
制
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
状
況
に
よ
っ
て
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
が
、
来
場
さ
れ
る
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

（
一
万
円
以
上
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
三
年
二
月
一
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
七
月
三
十
日

丸
広
建
設
株
式
会
社　

飯
田
孝
雄

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

針
谷
武
文　
　
　
　

三
由
篤
志

市
川　

実　
　
　
　

木
﨑　

勝

河
邉
和
弘

神
楽
と
雅
楽
の
一
般
公
開
（
神
楽
殿
・
十
一
時
開
演
）

六
月
・
十
月
　
第
三
日
曜
日

夜
神
楽
（
神
楽
殿
・
夜
八
時
開
演
）

奉

納

灯

籠

奉

納

　

多
く
の
方
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
、

随
身
門
か
ら
稲
荷
社
の
間
、
十
基

建
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

栗
原
祥
一
郎
・
み
ゆ
き

株
式
会
社
ネ
オ
テ
ッ
ク

　

代
表
取
締
役　

栗
原
祥
一
郎

大
泉
辛
酉
講
中

株
式
会
社
ラ
ビ
ロ

　

代
表
取
締
役　

柿
沼
孝
太
郎

川
音　

稔

株
式
会
社
ラ
イ
ト
フ
ォ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

　
　

杉
山
常
俊

松
井
義
明

小
峰
一
良
・
美
保
子

株
式
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｏ

　

代
表
取
締
役　

久
保
寛
一

﹇
一
基
　
奉
納
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）﹈

（
一
万
円
以
上
順
不
同
・
敬
称
略
）

宮
井
芙
美
子

宮
井
利
香
子

宮
田
由
美

宮
田
良
則

元
山
剛
史

原
島
勢
津
子

五
十
嵐
金
夫

今
成
昌
子

佐
藤　

登

佐
藤
芳
貞

佐
藤
良
江

山
本
明
子

市
川　

実

市
川
良
子

秋
元
一
良

秋
元
利
之

十
条
御
嶽
講
中

小
泉
清
子

小
村
高
平

小
島
伸
之

松
永
和
子

松
本
和
治

上
妻
利
光

植
木
博
一

森
田
昌
男

成
田
八
重
子

正
野　

孝

石
橋
正
裕

倉
重
美
喜

大
久
保
雄
二

大
泉
辛
酉
講
中

大
澤
修
一

谷
本
正
樹

丹
野
浩
成

竹
元
裕
美

中
村
浩
義

田
中
信
江

注
連
縄

奉
納

六
月
〜
十
一
月
　
第
四
日
曜
日

　

拝
殿
正
面
を
飾
る
大
注
連
縄
等

を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  「
御
〆
講　

　
　

  

麻
問
屋
麻
光
」
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一
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四
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十
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嶋
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亜
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子

東
海
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守

比
留
間
一
男

宝
亭
支
店

本
田
そ
の
美

箕
輪
桂
一

木
月
上
町
講
中

野
田
敏
夫

鈴
木
孝
夫

夘
月
阿
子

髙
橋
隆
学

髙
桑
孝
之

令
和
四
年
四
月
一
日
〜
令
和
四
年
八
月
三
十
一
日

川
崎
市　
　

馬
絹
講
中

所
沢
市　
　

三
ヶ
島
第
一
区　

御
嶽
講
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令
和
四
年
四
月
一
日
〜
令
和
四
年
八
月
三
十
一
日

川
崎
市　
　

馬
絹
講
中

所
沢
市　
　

三
ヶ
島
第
一
区　

御
嶽
講

市
川　

実　
　
　
　

木
﨑　

勝

市
川　

実　
　
　
　

木
﨑　

勝

市
川　

実　
　
　
　

木
﨑　

勝

市
川　

実　
　
　
　

木
﨑　

勝

市
川　

実　
　
　
　

木
﨑　

勝

市
川　

実　
　
　
　

木
﨑　

勝

市
川　

実　
　
　
　

木
﨑　

勝

針
谷
武
文　
　
　
　

三
由
篤
志

針
谷
武
文　
　
　
　

三
由
篤
志

針
谷
武
文　
　
　
　

三
由
篤
志

針
谷
武
文　
　
　
　

三
由
篤
志

針
谷
武
文　
　
　
　

三
由
篤
志

針
谷
武
文　
　
　
　

三
由
篤
志

針
谷
武
文　
　
　
　

三
由
篤
志

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

森
田
英
総　
　
　
　

中
森
史
芳

岡
野
惠
造

喜
田　

豊

山
下　

貞

浦
野　

勇

榎
本
雅
俊

塩
原
輝
昭

加
藤
ミ
チ
子

加
納　

隆

寛
麗
会

吉
田
博
輝

橋
本　

傅

野
嶋
和
之

渡
邉
真
理

村
野
英
夫

椙
山
美
雄

大
口　

眞

中
島
昇
一

藤
野
泰
功

濵
中
満
江

梶　

恵
司

株
式
会
社
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ　

加
藤　

洋

株
式
会
社
野
島
商
事　

野
島
光
伸

株
式
会
社
Ｖ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ

大
久
保
貴
惟

有
限
会
社
金
咲
通
産　

金
﨑　

強

有
限
会
社
ア
ク
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

今
村　

穣

株
式
会
社
テ
ィ
エ
ラ
・
リ
サ
・
セ
シ
ー
ル　

本
道
真
智
子

有
限
会
社
サ
ン
ベ
ア
ー　

進
藤
喜
一

有
限
会
社
小
町
建
築
設
計
事
務
所

小
町
幸
生

有
限
会
社
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ

梅
原
英
明

ワ
ー
ク
ス
・
ス
ズ
キ　

鈴
木
眞
一

下
小
田
中
百
人
講
中　

小
島
蓉
子

下
小
田
中
百
人
講
中　

猪
股
博
義

下
小
田
中
百
人
講
中　

田
邉　

進

東
小
松
川
大
明
講
中　

宇
田
川
洋
子

髙
瀬
講
中　
　
　
　

小
野
源
一

出
雲
伊
波
比
神
社　

紫
藤　

学

智
教
院　

粕
谷
善
通

真
言
宗
當
山
派
修
験
道
「
勝
楽
講
」　

森
口
晃
心

Ｓ
Ｈ
Ｉ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

吉
福
社
中
・
安
部
社
中

細
山
板
東
御
嶽
講
中

宝
物
殿
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
挑
戦
中

宝
物
を
守
る
た
め
に
ご
支
援
を

　

宝
物
殿
に
収
蔵
さ
れ
る
国
宝
「
赤
糸
威
鎧
・
円
文
螺

鈿
鏡
鞍
」
重
要
文
化
財
「
紫
裾
濃
甲
冑
・
宝
寿
丸
黒
漆

鞘
太
刀
・
鍍
金
長
覆
輪
太
刀
」
の
五
点
は
、
中
世
よ
り

続
く
最
も
重
要
な
例
祭
『
日
の
出
祭
』
に
奉
持
さ
れ
る
、

「
活
き
た
」
文
化
財
と
し
て
唯
一
無
二
の
御
神
宝
で
す
。

　

現
在
の
宝
物
殿
は
築
五
十
年
あ
ま
り
、
老
朽
化
と
共

に
保
存
環
境
に
悪
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
社
で
は
、
保
存
環
境
改
善
の
対
策
の
一
環
と
し

て
、
約
一
四
〇
〇
万
円
で
展
示
ケ
ー
ス
を
製
作
い
た
し

ま
す
。
国
庫
の
補
助
を
受
け
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
参
拝
者
激
減
の
現
状
で
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

す
。皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【支援募集期間】
2022 年

９月９日㈮ 10:00
　　　―

10月21日㈮ 15:00


